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☞　12 月定例会　12 月定例会の概要

☞　12 月定例会　一般質問に７人登壇

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

主な内容

☞　特集〔12 月定例会のポイント〕

定年引き上げ制度　　　　  ２
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16

今回の表紙は
　

ハロウィンパーティー

　10 月 31 日に晴山保育園でハ
ロウィンパーティーが開催されま
した。ハロウィンの仮装をした子
ども達の姿がとても可愛らしく盛
り上がりました。またミル・みる
ハウスに行きお菓子をたくさんも
らい子ども達はご機嫌でした。
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Point
12 月定例会
　　  ここが職員の定年６５歳へ     引き上げ

消防団員の処遇の改     善を図る
　

12
月
定
例
会
（
第
35
回
定
例
会
）
は
12

月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
補
正
予
算
６
件
の
ほ
か
、
提

案
さ
れ
た
議
案
20
件
す
べ
て
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

全
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決

役場庁舎１階窓口

60 歳を境に適用される制度
①　現行 60 歳の定年を令和５年４月から２年に１歳ずつ引き

　上げ、令和 13 年４月に 65 歳となる。

②　管理職の職員は、原則 60 歳を役職定年年齢として管理職

　以外の職に降任する管理監督職勤務上限年齢制度を導入する。

③　60 歳を超えた職員の給料月額は、当分の間は 60 歳前の７

　割水準に設定する。

④　定年前に退職する場合でも、当分の間は定年退職と同様に退

　職手当を算定する。

⑤　定年前に退職する場合は、希望により短時間勤務の職に採用

　することができる定年前再任用短時間勤務制度を導入する。

⑥　定年年齢の段階的な引き上げ期間中は、定年から 65 歳まで

　の間の経過措置として暫定再任用制度を導入する。
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次は 　 　　　補正予算の概要

職員の定年６５歳へ     引き上げ
消防団員の処遇の改     善を図る

ぎかいの視点

職場の士気高揚が課題
　高齢化に伴い、町職員定年が 65 歳、給料も
７割に減り、課長は降任となる。社会情勢を反
映しての改正だが、職場の士気高揚が課題とな
るのではないか。職場環境の良さが職員のやる
気につながる。きめ細かな人事の配慮を願う。

消防団出初式

消防団員充足率確保へ
　町の消防団員は 378 人、充足率は 75％であ
る。団員の処遇改善策として、報酬アップと業
務別報酬の新設が団員不足解決の一助になるこ
とを期待したい。

　　　＜消防団員の業務別報酬＞

出動（１回）

４時間以内　2,500 円

４時間を超え７時間 45 分まで
4,000 円

７時間 45 分を超えたとき
8,000 円

訓練及び警戒

（１回）

４時間以内　2,500 円

４時間を超えたとき　5,000 円

　　   ＜消防団員の年額報酬＞

改正前 改正後

団長 150,000 円 160,000 円

副団長 100,000 円 110,700 円

本部長 93,000 円 94,300 円

本部付部長 50,000 円 61,100 円

分団長 78,000 円 88,000 円

副分団長 58,000 円 68,000 円

部長 50,000 円 61,100 円

班長 29,000 円 41,200 円

団員 24,000 円 36,500 円
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 審　査

補正予算
一般会計予算を１億 3042 万円増額

新図書館へ電動ロールスクリーン等導入第 34 回臨時会

　第 34 回臨時会は 10 月 31 日に開催され「議案第１号　財産
の取得に関し議決を求めることについて」及び「議案第２号　
令和４年度軽米町一般会計補正予算（第６号）」が提案されま
した。提案された議案２件すべてを可決しました。

農環センターよりも一回りほど広く
400 人程度の収容人数である。

万円8,378
かるまい文化交流センター施設備品等購入費

万円700
農業資材価格高騰等対策支援金

　新型コロナウイルス感染症や国際情勢の変化
に伴う価格高騰の影響を受けた農業者に対し
て、経営安定を図るため支援金を交付する。

万円451
光熱水費

福祉灯油費等給付費

　生活困窮世帯の冬期間の生活支援を目的とし
て福祉灯油費給付事業を実施する。

万円1,104

　　支援金の増額補正は申請件数が当初予定

していたより多かったからか。
問

　　当初 5000 万円の予算を計上していた

が畜産業の方から、上限である 30 万円の交

付申請が多く予算に不足が生じためである。

答

　原油価格高騰などに伴う役場庁舎内の電気料
金の値上げを補正するものである。
　　他の施設でも光熱水費が増額となってい

るが、電気料金の値上げ幅はどのくらいか。
問

　　各施設とも電気料金が値上げとなってお

り、値上げ幅は２～３割程度である。

答

　　福祉灯油の対象世帯はどのくらいか。問

　　町民税非課税の高齢者、障がい者等や、

ひとり親、生活保護世帯の 1380 世帯が対

象である。

答

　施設を有効活用するために備品を整備する。
　　多目的ホールの広さはどのくらいなの

か。また可動式客席は何席あるのか。
問

　　ホールの広さは 332 ㎡である。また可

動式客席が 300 席、それに加えて 100 席

を用意して全体で 400 席。

答

小軽米保育園発表会

3,025 万円429 万円
中小企業に対するエネルギー
価格高騰対策支援事業

電動ロールスクリーン等
一式導入

2,199 万円
いわて子育て世帯
臨時特別支援金給付事業

・原油価格・物価高騰の影響を受けている子
育て世帯の負担軽減を図る。

・かるまい文化交流センターの図書館を整備
するため導入。

・エネルギー価格高騰の影響を受けている事
業者を対象に事業の継続を支える。

役場庁舎

万円792町内小学校

備品購入費

負担金

扶助費
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 　 　　　７議員の一般質問次は

≪ 12 月定例会≫

採決結果を紹介
番号等 案件内容

本会議の
採決結果

報告① 専決処分事項の報告〔６月 29 日に国道 340 号を走行中に発生したゴミ収集車
による物損事故に係る損害賠償〕 ―

議案① 職員の定年等に関する条例の一部改正
〔地方公務員法の改正に伴う職員の定年引上げに伴い、所要の改正をするもの〕

可　決
（全員賛成）

議案②
軽米町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案③
軽米町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案④
軽米町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑤
職員の育児休業等に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑥
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑦
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

〔地方公務員法の改正に伴う職員の定年引上げに伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑧
職員の再任用に関する条例を廃止する条例〔地方公務員法の改正に伴い現行の
再任用制度が廃止となることから、条例を廃止するもの〕

議案⑨
職員の高齢者部分休業に関する条例〔地方公務員法の改正に伴う職員の定年引
上げに伴い、職員の高齢者部分休業の導入に関し必要な事項を定めるもの〕

議案⑩
軽米町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

〔軽米町消防団員の処遇の改善を図るため、所要の改正をするもの〕

議案⑪
令和４年度軽米町一般会計補正予算（第７号）

〔１億 1512 万９千円を増額し、総額 85 億 2954 万６千円〕

議案⑫
令和４年度軽米町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

〔50 万円を増額し、総額１億 1061 万１千円〕

議案⑬
令和４年度軽米町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

〔13 万８千円を増額し、総額１億 2405 万３千円〕

議案⑭
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

〔岩手県人事委員会の勧告に伴い職員の給与改定をするもの〕

議案⑮
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正

〔岩手県人事委員会の勧告に伴い特別職の給与改定をするもの〕

議案⑯
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

〔岩手県人事委員会の勧告に伴い特別職の報酬改定をするもの〕

議案⑰
会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正

〔諸般の情勢に伴い給与改定をするもの〕

議案⑱
令和４年度軽米町一般会計補正予算（第８号）

〔1529 万３千円を増額し、総額 85 億 4483 万９千円〕

議案⑲
令和４年度軽米町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

〔５万５千円を増額し、総額１億 1066 万６千円〕

議案⑳
令和４年度軽米町介護保険特別会計補正予算（第２号）

〔９万２千円を増額し、総額 2728 万６千円〕
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第 35 回定例会

一般質問
　７人が登壇

・次期町長選挙について

上
かみやま

山　誠
まこと

（７ページ）

・軽高生に対する支援
・冬灯りイルミネーション
　　　　　　　　　　の点灯

田
た む ら

村　せつ
（８ページ）

・現状の行政組織の見直し
・町民総参加のスポーツ振興
    による健康体力づくりの推進

・帰属法について

・人口減少について
・町長選について

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

（11 ページ）

山
やまもと

本　幸
ゆ き お

男
（12 ページ）

・軽米町が岩手県を提訴した
    　　　裁判のその後の動き

・町長６選出馬の新聞報道

掲載されている質問・回答は要約されてい
ます。全文は町議会ホームページにて公開
しておりますので、ご覧ください。

◀ 町議会ＨＰ
　 QR コード

中
なかむら

村　正
ま さ し

志
（９ページ）

西
にしだて

舘　徳
とくまつ

松
（10 ページ）

・教育費の保護者負担軽減
・高齢者ドライバーや町民の
    　　　　　　　　　安全向上対策

・かるまい交流駅（仮称）について江
え さ し か

刺家　静
し ず こ

子
（13 ページ）

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません
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一般質問

上
かみやま

山　誠
まこと

問山本町政総括を伺う
町民が健康で安心して暮らせる
　　町づくりに向けた政策を推進

規
求
職
者
等
地
域
雇
用
奨

励
金
制
度
を
制
定
し
、
約

１
４
１
名
の
新
規
雇
用
が

図
ら
れ
た
。

　

５
点
目
は
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
「
か
る
ま
い
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
整

備
を
進
め
令
和
５
年
７
月

に
完
成
予
定
。
ま
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

行
す
る
な
ど
商
店
街
の
支

援
も
行
っ
た
。
行
政
区
活

動
交
付
金
、
地
域
活
動
支

援
事
業
費
補
助
金
を
創

設
し
、
各
地
域
で
自
主

的
・
主
体
的
に
課
題
解
決

に
取
り
組
む
活
動
を
支
援

し
た
。
ま
た
火
葬
場
の
新

設
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
の

整
備
、
町
民
バ
ス
の
運
行

な
ど
の
生
活
環
境
整
備
も

進
め
た
。

　

６
点
目
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
新
築

整
備
し
て
地
域
の
交
流
拠

点
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
の
機
能
も
果
た
す
施

設
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　

７
点
目
は
職
員
数
の
削

減
、特
別
職
の
報
酬
削
減
、

百
人
委
員
会
の
設
置
、
町

政
意
見
箱
の
設
置
、
行
政

組
織
を
見
直
し
健
全
な
行

政
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

次期町長選挙

町長

【
問
】　　
次
期
町
長
選
挙

に
つ
い
て
山
本
町

長
の
意
向
を
伺
う
。

【
町
長
】　

新
た
な
計
画
に

基
づ
く
政
策
の
具
現
化
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
に
よ
る
町
づ
く
り
な

ど
、
道
半
ば
に
あ
る
政
策

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策

を
着
実
に
推
進
し
、
将
来

に
向
け
た
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

町
民
の
更
な
る
福
祉
向
上

を
図
る
こ
と
が
私
の
責
任

あ
る
行
動
で
あ
る
た
め
、

去
る
11
月
25
日
に
次
期
町

長
選
挙
へ
立
候
補
す
る
決

意
を
表
明
し
た
。

【
問
】　　
山
本
町
政
５
期

の
総
括
を
伺
う
。

【
町
長
】　

１
点
目
は
圃

場
・
農
道
整
備
、
農
産
物

生
産
の
省
力
化
と
機
械
導

入
、雑
穀
生
産
施
設
整
備
、

資
源
循
環
型
農
業
の
確

立
、
６
次
産
業
化
、
新
商

品
開
発
、
か
る
ま
い
ブ
ラ

ン
ド
認
証
制
度
の
情
報
発

信
な
ど
振
興
を
図
っ
た
。

　

２
点
目
は
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
め

ご
か
る
」
に
よ
る
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
支
援
体

制
や
、良
い
環
境
で
保
育
・

教
育
を
受
け
る
た
め
保
育

園
、
小
学
校
の
新
築
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
18
歳
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

保
育
料
の
完
全
無
料
化
、

学
校
給
食
費
の
無
料
化
で

負
担
軽
減
を
進
め
た
。

　

３
点
目
は
い
ち
い
荘
の

新
築
整
備
支
援
、
高
齢
者

生
活
支
援
の
体
制
充
実
、

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
の

施
策
を
展
開
し
た
。

　

４
点
目
は
鶏
糞
を
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
と
し
た
発

電
施
設
の
誘
致
や
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
、
風
力
発
電
施

設
、
空
き
校
舎
活
用
に
よ

る
レ
タ
ス
栽
培
工
場
、
養

鶏
団
地
の
誘
致
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
地
元
就

職
を
促
進
す
る
た
め
、
新

令和３年度から学校給食費無料化
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冬灯りイルミネーションの点灯

冬
の
行
事
と
し
て
継
続
開
催
に
努
め
る

問町
長

継
続
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

一般質問

田
た む ら

村　せつ

問保護者の負担軽減策は

軽高生に対する支援

【
問
】　　
交
流
人
口
の
拡

大
に
繋
が
る
た
め

今
後
も
継
続
し
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
て

欲
し
い
。

【
町
長
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

中
、「
冬
灯
り
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら

も
継
続
開
催
し
て
き
た
。

今
年
の
点
灯
式
に
は
約

３
０
０
人
が
来
場
し
、
軽

米
町
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
多
く
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
町
外
の
方
か
ら
も
多

く
の
応
募
が
あ
り
、
町
の

交
流
人
口
拡
大
に
繋
が
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

【
問
】　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
電
飾
は

消
耗
品
で
あ
り
、
毎
年
更

新
し
て
欲
し
い
。

【
町
長
】　
毎
年
予
算
の
範

囲
内
で
、
不
具
合
の
生
じ

た
個
所
の
更
新
や
補
充
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
に
つ

い
て
実
行
委
員
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
冬
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
継
続
開
催

に
努
め
た
い
。

軽米高校文化祭

冬灯りイルミネーション

生徒の関心が高い魅力づくりに努める町長

【
問
】　　
軽
高
生
の
今
年

度
の
入
学
者
は
38

人
で
あ
り
、
２
年
連
続
で

40
人
を
下
回
る
と
１
ク
ラ

ス
減
に
な
る
。
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
入

学
準
備
に
要
す
る
経
費
に

助
成
を
し
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】　

軽
米
高
校
教
育

振
興
会
と
連
携
し
て
給
食

の
提
供
、
通
学
費
、
部
活

動
支
援
、
英
語
検
定
の
補

助
な
ど
負
担
軽
減
策
を
実

施
し
て
き
た
。
入
学
者
は

定
員
80
人
に
対
し
令
和
３

年
度
は
47

人
、
令
和
４

年
度
は
38
人

と
な
り
、
１

学
年
２
ク
ラ

ス
維
持
が
難

し
い
状
況
と

な
っ
て
い

る
。
ま
た
軽

米
中
学
校
か

ら
の
入
学
者

数
も
令
和
３

年
度
44
人
、

令
和
４
年
度
34
人
と
な
っ

て
お
り
、
約
３
割
か
ら
４

割
が
町
外
の
高
校
へ
進
学

し
て
い
る
状
況
も
影
響
し

て
い
る
。
保
護
者
の
負
担

軽
減
策
の
み
で
は
入
学
者

数
の
増
加
は
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町

村
か
ら
の
入
学
者
を
増
や

す
取
り
組
み
や
、
生
徒
が

関
心
の
高
い
学
業
面
や
部

活
動
と
い
っ
た
部
分
を
町

と
高
校
で
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
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一般質問

中
なかむら

村　正
ま さ し

志

問町長の福祉向上策が進む組織か

副町長を置き機構改革も進める

【
問
】　　
町
民
総
参
加
の

町
総
合
体
育
大
会

に
つ
い
て
各
地
区
か
ら
の

参
加
数
が
減
少
し
て
い
る

が
、
体
育
協
会
と
協
力
し

て
今
後
の
開
催
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】　

軽
米
町
総
合

体
育
大
会
代
表
者
会
議
に

お
い
て
、
各
チ
ー
ム
の
状

況
を
確
認
し
た
が
、
地
域

に
お
い
て
参
加
に
必
要
な

選
手
を
集
め
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
町
民

体
育
祭
検
討
会
議
を
重
ね

な
が
ら
、
開
催
方
法
や
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
、
本

町
に
あ
っ
た
町
民
体
育
祭

並
び
に
総
合
体
育
大
会
の

在
り
方
を
考
え
た
い
。

【
問
】　　
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
を
趣
旨
に

沿
っ
て
年
間
を
通
し
た
町

民
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

取
り
組
み
を
行
い
、
町
総

体
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】　

運
動
の
習
慣

化
を
図
り
、
町
民
の
健
康

増
進
・
体
力
づ
く
り
の
た

め
に
、
年
一
回
の
競
技
大

会
で
終
え
る
の
で
は
な

く
、
年
間
を
通
し
た
継
続

的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

展
開
が
課
題
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
総
合
体
育
大
会

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
を

含
め
て
検
討
し
た
い
。

現状の行政組織の見直し

町長

町民総参加のスポーツ振興による健康体力づくりの推進

会
議
を
重
ね
て
検
討
し
た
い

問教
育
長

【
問
】　　
副
町
長
の
空
席

が
続
い
て
い
る
中

で
職
員
の
不
祥
事
や
休
職

の
公
務
災
害
認
定
、
交
流

駅
建
設
に
係
る
医
療
廃
棄

物
出
土
に
よ
る
県
へ
の
提

訴
な
ど
現
職
課
長
へ
の
業

務
負
担
が
重
い
状
況
で
、

町
民
の
福
祉
向
上
策
が
進

ん
で
い
る
の
か
。

【
町
長
】　

細
部
の
業
務
・

予
算
等
事
務
執
行
の
管
理

は
、
所
管
部
署
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

職
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を

図
り
な
が
ら
、
公
務
員
の

本
務
で
あ
る
町
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
現
行
体
制
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】　　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
室
は

総
務
課
総
括
課
長
以
外
の

正
職
員
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

重
要
施
策
で
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
業
務

が
進
む
の
か
。

【
町
長
】　

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
室
に
配
置
し

て
い
る
再
任
用
職
員
、
会

計
年
度
任
用
職
員
と
も
長

年
に
わ
た
り
当
該
業
務
に

従
事
さ
れ
て
き
た
ベ
テ
ラ

ン
職
員
の
た
め
、
心
配
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現

の
た
め
、
政
策
推
進
に
高

度
な
専
門
的
知
識
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
や
新
た
な

課
題
が
発
生
し
た
場
合
に

は
職
員
の
再
配
置
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
外
部
へ

の
委
託
も
含
め
て
効
率
的

な
業
務
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

【
問
】　　
行
政
事
務
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
す
る

た
め
の
行
政
組
織
が
必
要

で
は
な
い
か
。
機
構
改
革

の
考
え
方
を
伺
う
。

【
町
長
】　

次
に
は
副
町
長

を
置
い
て
、
そ
の
副
町
長

に
こ
の
機
構
改
革
も
一
つ

の
命
題
と
し
て
与
え
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
は

チャレンジデー（ラジオ体操）
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一般質問

西
にしだて

舘　徳
と く ま つ

松

問人・農地プラン策定の支障は

農地が手放されることが懸念される

帰属法について

町長

【
問
】　
人
・
農
地
プ
ラ

ン
策
定
に
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
町
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

【
町
長
】　

今
回
施
行
さ
れ

る
帰
属
法
に
よ
っ
て
、
土

地
所
有
権
の
流
動
化
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
条

件
の
比
較
的
優
れ
た
農
地

の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い

て
、
進
め
や
す
く
な
る
一

方
で
当
町
の
よ
う
な
中
山

間
地
域
の
農
地
の
場
合
、

耕
作
希
望
者
が
い
な
い
土

地
な
ど
は
、
多
く
の
農
地

が
手
放
さ
れ
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
。
な
お
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
な

ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
法
定

化
さ
れ
、「
地
域
計
画
」

と
し
て
５
年
後
、
10
年
後

に
誰
が
ど
の
よ
う
に
農
用

地
を
利
用
し
て
、
地
域
農

業
を
進
め
て
い
く
か
を
地

域
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て

作
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
に
市
町
村
が
策
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
農
業
委
員
会
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
担
い
手
へ
の
円
滑
な
農

地
の
集
積
を
図
っ
て
い

く
。

【
問
】　
「
帰
属
法
」
の

詳
細
を
農
業
者
へ

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の

か
伺
う
。

【
町
長
】　

令
和
３
年
４
月

に
成
立
し
た
「
帰
属
法
」

は
、
相
続
等
に
よ
っ
て
土

地
の
所
有
権
を
取
得
し
た

者
が
法
務
大
臣
の
承
認
を

受
け
て
、
そ
の
土
地
の
所

有
権
を
手
放
し
て
、
国
庫

に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
を
創
設
す
る
た

め
の
法
律
で
あ
る
。
ま
た

相
続
等
に
よ
っ
て
望
ま
な

い
土
地
を
取
得
し
た
方
の

負
担
が
増
加
し
て
、
土
地

を
手
放
し
た
い
と
考
え
る

方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
変
化
が
、
所
有
者

不
明
の
土
地
を
発
生
さ
せ

る
要
因
に
な
っ
て
お
り
、

土
地
の
管
理
不
全
化
を
招

い
て
い
る
と
の
指
摘
に
起

因
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
地
域
計
画
の
策
定

に
係
る
地
域
の
話
し
合
い

な
ど
で
の
情
報
提
供
を
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農

業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
、
農
地
を
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
農
業
委
員
会
を
は
じ

め
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
知
恵
を
絞
っ
て
検

討
し
た
い
。

耕作放棄地

人・農地プラン策定見直しの話し合い
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一般質問

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

問移住・定住の今後の取り組みは

郷土愛を育む取り組みを検討する

人口減少について

町長

町長選について

更
な
る
福
祉
の
向
上
を
図
る

問答
町
長

町
民
の
た
め
に
何
を
行
う
か

【
問
】　　
人
口
減
少
対
策

と
し
て
移
住
者
受

け
入
れ
等
も
考
え
た
と
思

う
が
、
過
去
５
年
間
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

い
、
移
住
者
は
何
人
か
。

【
町
長
】　
県
や
近
隣
市
町

村
等
と
連
携
し
た
首
都
圏

に
お
け
る
移
住
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
の
ほ
か
、

首
都
圏
か
ら
移
住
し
て
き

た
人
で
、
特
定
の
要
件
を

満
た
す
人
を
対
象
と
す
る

移
住
支
援
金
、
若
者
や
移

住
者
が
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
物
件
を
購
入

す
る
場
合
に
、
購
入
費
用

や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
移
住
支

援
策
を
活
用
し
て
県
外
か

ら
転
入
し
て
き
た
人
数
と

な
る
が
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
２
人
と
若
者
向
け
空

き
家
住
宅
取
得
事
業
費
補

助
金
の
利
用
者
７
人
と

な
っ
て
い
る
。

【
問
】　　
全
国
的
に
各
市

町
村
で
移
住
・
定

住
が
見
直
さ
れ
て
い
る

が
、軽
米
町
と
し
て
今
後
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
取
り
組
む
か
。

【
町
長
】　
高
校
卒
業
後
に

進
学
や
就
職
で
一
度
軽
米

を
離
れ
た
若
者
が
、
軽
米

に
戻
っ
て
生
活
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
に
、
雇
用
の

場
の
創
出
を
は
じ
め
、
高

校
生
や
大
学
生
が
町
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
機
会
を

用
意
す
る
な
ど
、
町
出
身

者
が
戻
り
た
い
と
思
え
る

郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み

も
検
討
し
た
い
。

【
問
】　

11
月
25
日
の
岩

手
日
報
に
「
山
本

氏
６
選
出
馬
へ
（
軽
米
町

長
選
）」
と
い
う
見
出
し

で
掲
載
さ
れ
た
が
、
山
本

町
長
は
町
民
の
た
め
に
何

を
や
り
た
い
か
。

【
町
長
】　

１
点
目
は
若
者

定
住
対
策
の
推
進
、
２
点

目
は
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
の
実
現
、
３

点
目
は
子
育
て
支
援
日
本

一
、４
点
目
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
５

点
目
は
町
民
所
得
の
向
上

推
進
、
６
点
目
は
中
心
商

店
街
の
賑
わ
い
創
出
の
６

本
柱
と
し
、
若
者
世
代
住

宅
の
整
備
、
高
齢
者
の
医

療
費
等
の
負
担
軽
減
、
子

ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用

し
た
大
規
模
園
芸
施
設
の

誘
致
、「
か
る
ま
い
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と

し
た
中
心
商
店
街
の
賑
わ

い
創
出
を
進
め
た
い
。

雪谷川の風景

尊坊ソーラー
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町長６選出馬の新聞報道

司
法
で
判
断
す
る
た
め
弊
害
で
は
な
い

問答
町
長
廃
棄
物
事
件
は
多
選
の
弊
害
で
は

一般質問

山
やまもと

本　幸
ゆ き お

男

問和解への動きはあるか

和解の働きかけは考えていない

岩手県を提訴した裁判のその後の動き

町長

【
問
】　　
訴
状
内
容
を
議

員
は
知
ら
な
い

が
、
朗
読
す
る
こ
と
は
で

き
る
か
伺
う
。

【
町
長
】　
訴
状
内
容
の
朗

読
に
つ
い
て
７
月
６
日
、

ご
議
決
い
た
だ
い
た
「
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
係
る

訴
え
の
提
起
に
関
す
る
議

案
」
の
趣
旨
及
び
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
当
町
の
主

張
を
よ
り
詳
細
に
記
載
す

る
と
と
も
に
、
主
張
の
根

拠
と
な
る
証
拠
書
類
を
付

し
た
も
の
で
議
案
の
内
容

を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
訴
状
を
朗
読
す

る
こ
と
は
控
え
た
い
。

【
問
】　　
和
解
へ
の
働
き

か
け
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】　
県
と
の
和
解
の

可
能
性
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
費
用
負
担

に
係
る
県
の
考
え
方
は
到

底
受
け
入
れ
難
い
た
め
に

提
訴
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
県
か
ら
の
支
援
は
現

状
で
は
全
く
期
待
で
き

ず
、
司
法
の
立
場
か
ら
判

断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
町
と
し
て
和
解

を
働
き
か
け
す
る
こ
と
は

現
時
点
に
お
い
て
考
え
て

い
な
い
。

【
問
】　
人
口
減
少
、
商

店
街
の
活
性
化
、

か
る
ま
い
交
流
駅（
仮
称
）

廃
棄
物
事
件
は
多
選
の
弊

害
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
人
口
減
少
に
つ

い
て
関
係
者
の
意
見
を
集

約
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
を
策
定
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い

て
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
を
は
じ
め
多

く
の
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。か
る
ま
い
交
流
駅（
仮

称
）
の
廃
棄
物
の
問
題
は

司
法
の
場
で
正
当
な
判
断

を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
多
選
の
弊
害
に
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】　
６
選
出
馬
せ
ず

と
い
う
選
択
肢
は

な
か
っ
た
の
か
。

【
町
長
】　
道
半
ば
に
あ
る

政
策
を
着
実
に
推
進
し
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
や

町
民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
責
任
あ
る
行
動

だ
と
考
え
て
い
る
。

賑わう商店街

かるまい文化交流センター工事
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江
え さ し か

刺家　静
し ず こ

子

問保護者への支援を

現在の支援内容を勘案の上検討したい

教育費の保護者負担軽減

町長

一般質問 　  　　　議員管外行政視察研修の活動報告次は

町民の安全向上対策かるまい交流駅（仮称）

急
発
進
抑
制
装
置
の
一
部
補
助
は

工
事
の
進
捗
状
況
は

今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
検
討
し
た
い

工
程
に
影
響
す
る
遅
延
は
発
生
し
て
い
な
い

問問 町
長

町
長

【
問
】　　
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
重
大
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
自
動
車

に
後
付
け
す
る
「
急
発
進

抑
制
装
置
」
の
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
は
ど

う
か
。

【
問
】　　
半
導
体
不
足
等

が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
工
事
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

【
町
長
】　

半
導
体
等
の
材

料
不
足
や
全
国
的
な
需
要

増
に
よ
り
建
設
資
材
、
設

備
機
器
等
の
納
期
は
通
常

【
町
長
】　

現
時
点
に
お
い

て
、
国
の
性
能
認
定
を
受

け
た「
急
発
進
抑
制
装
置
」

を
装
着
で
き
る
車
両
が
限

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
補
助
制
度
の
創
設
は
緊

急
性
と
有
効
性
に
つ
い
て

調
査
検
証
を
し
て
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
が

早
期
手
配
を
し
て
い
た
た

め
工
程
に
影
響
は
な
い
。

【
問
】　　
医
療
廃
棄
物
撤

去
等
で
訴
え
て
い

る
裁
判
の
状
況
と
町
長
の

責
任
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

現
在
の
状
況
は

【
問
】　　
子
育
て
支
援
と

し
て
、
小
学
校
入

学
祝
金
、
小
中
学
校
入
学

時
に
夏
冬
運
動
着
支
給
、

メ
ガ
ネ
購
入
補
助
、
高
校

生
の
制
服
代
を
支
給
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

【
町
長
】　

軽
米
高
校
教
育

振
興
会
と
連
携
し
て
給
食

の
提
供
、
通
学
費
、
部
活

動
支
援
、
英
語
検
定
の
補

助
な
ど
進
め
て
き
た
。
今

回
提
案
の
あ
っ
た
各
種
支

援
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
支
援
内
容
等

を
総
合
的
に
勘
案
の
う
え

検
討
し
た
い
。

12
月
８
日
に
第
１
回
、
口

頭
弁
論
が
開
か
れ
る
予

定
。
ま
た
県
に
当
該
損
害

の
賠
償
を
求
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
責
任
の
所
在

は
あ
く
ま
で
撤
去
に
応
じ

な
い
岩
手
県
に
あ
る
と
考

え
、
提
訴
し
て
い
る
。

軽米高校クラスマッチ

四つ葉マーク
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議員管外行政視察研修

　

議
員
管
外
行
政
視
察
は
、

令
和
４
年
11
月
８
日
か
ら
11

日
ま
で
の
４
日
間
で
宮
崎
県

綾
町
と
鹿
児
島
県
霧
島
市
で

研
修
を
行
い
ま
し
た
。「
移

住
・
定
住
推
進
事
業
」、「
自

然
生
態
系
農
業
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
研
修
し
ま
し
た
。

先
進
地
の
取
り
組
み
と
参
加

議
員
の
感
想
を
合
わ
せ
て
レ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　　　　綾町は、町長と
町民が一体となり、有機
農業等を主体とした農業
の町づくりに誇りを持
ち、その町の誇りを移住
政策に生かしていること
は、大変素晴らしいと感
じました。

〔中村 正志〕

農業の町に誇りを

鹿児島県霧島市

宮崎県綾町

　　　　綾町は昭和 50
年代から有機農業に生産
者（住民）と行政が一丸
となって時の町長の力強
いリーダーシップのもと
に取り組み今では宮崎県
で第１位の有機作物を生
産する町に感動しまし
た。　　　　　〔茶屋 隆〕

町長がトップ　　
　セールスマン

　　　　綾町は、安心で
きる農畜産業物の生産・
流通を通じて、農村と都
市との共生交流を深め自
然生態系農業に取り組ん
で、食と農の在り方につ
いて生産者と消費者の絆
をより一層深めていまし
た。　　　　〔西舘 徳松〕

自然生態系農業

　　　　軽米町として、
なお一層の子育て環境の
整備や小規模校（山村留
学）での体験学習や他町
村への通勤手当支給、高
速料金負担等の思い切っ
た施策が必要だと感じま
した。

〔舘坂 久人〕

大胆な施策の実施
　　　　取り組みに至っ
た経緯、促進を図るため
の体制作り、具体的な事
業内容、これまでの補助
制度実績、今後の課題及
び展開について等を精一
杯取り組んでいる姿勢を
強く感じてきました。

〔細谷地 多門〕

移住・定住促進事業
　　　　霧島市は中山間
地域の過疎化と移住定住
に対応するために専門部
署を設置して取り組んで
いると伺いました。軽米
も専門部署の設置で積極
的に問題に向き合う必要
があると感じました。

〔上山 誠〕

専門部署の設置

宮崎県綾町（あやちょう）
■人口 6,786 人　■面積 95.19㎢　■議員定数 10 人　　
■宮崎県中西部に位置する町で、東諸県郡に属する。

「有機農業の町」、「照葉樹林都市」などをスローガ
ンとする町おこしの成功例として知られ、自然の中
での人間らしい生活を求める全国各地からの移住者
が増加している。

綾町 HP ▶
QR コード

鹿児島県霧島市（きりしまし）
■人口 122,926 人　■面積 603.18㎢　■議員定数 26 人　　
■鹿児島県本土の中央部にある市で、鹿児島市に次い
で２番目の人口規模を有する市である。日本百名山の
霧島山や、鹿児島神宮の初午祭、霧島温泉郷や日当山
温泉、妙見温泉などの温泉で知られる観光地である。

霧島市 HP ▶
QR コード

　　　　おじゃんせ霧島
移住定住推進室が移住体
験研修事業を実施して温
泉や食、観光地等の魅力
を紹介し、移住定住につ
なげていました。優良企
業が立地しており、働く
場所が大切だと痛感しま
した。　　　〔松浦 満雄〕

雇用の確保が移住
定住の一丁目一番地

　　　　綾町は人口が
6786 人で軽米と似通っ

ていますが、街並みは都
会的です。自然の中で子
育てをしたいという人た
ちの為に働きやすいよう
に、病児・病後児保育な
ど子育て環境も充実して
います。　　〔田村 せつ〕

充実した子育て環境

坂元のくろず壺畑情報館霧島市 ( 明るい農村 ) 視察

綾町役場庁舎前
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 　 　　　町民インタビュー
　　　　　　　　　かるまい町に住んでみて次は

町政調査会の活動報告
３年ぶり８回目
　　町民とスポーツ交流

　

今
回
で
３
年
ぶ
り

８
回
目
を
迎
え
た
、

町
民
と
議
員
の
交
流

を
目
的
と
し
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
11

月
２
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
ハ
ー
ト
フ

ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
会
場
に
、
参
加
者

は
61
名
と
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
初
心
者
の

方
か
ら
経
験
者
の
方

ま
で
、
多
く
の
町
民

が
参
加
し
て
議
員
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

岩手県町村議会広報担当者研修会
　□ 11 月 21 日 ( 月 ) から 11 月 22 日 ( 火 ) まで
　□花巻市　ホテル紅葉館

議会報編集常任委員会の活動報告

　　　　議会広報の編集
の際の注意点は、どうす
れば町民が読んでくれる
のか、見出しを見て何を
書いてあるのか、すぐ解
るように、見出しは大切
である。見出しは 10 文
字前後がベストとなって
います。

〔委員長　田村 せつ〕

見出しの大切さ 政策提言に努力 住民の声を取り入れ

　　　　議会広報は、い
かに議会での議論を町民
に伝えるかが大切。町民
に読んでいただくため
に、町民からの情報を集
約し、町政監視とともに、
政策提言に努力したいで
す。

〔副委員長　中村 正志〕

　　　　県内全町村が集
まるのは全国で岩手県だ
け、８町村のクリニック
と講義が行われた。恒例
の交流会で、今年も県下
の担当者とコミュニケー
ションが取れ、各議会の
活動の一部が分かりとて
も有意義でした。

〔委員　茶屋 隆〕

　　　　事業がどのよう
に話し合われて決定した
のか議会の報告と、住民
の声も記事に生かしたい
です。また町に出かけて
インタビュー等をして、
住民参加で読まれる議会
報にしたいです。

〔委員　江刺家 静子〕

「住民に読まれ、伝わり議会の見える化へ～議会広報の基本と編集～」
一般社団法人埼玉県コミュニケーションセンター　芳野  政明  氏

広報担当者研修会

表彰式

開会式

研修の重要性

たくさんの参加者が見守る中でスタートした ４人１組で競い合った



委 員 長
副委員長
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田村　せつ
中村　正志
上山　　誠
江刺家静子
山本　幸男 ( 令和５年１月 16 日時点 )
茶屋　　隆

か
る
ま
い
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かるまい町に住んでみて

釜石市出身　（下河南）
　　町民インタビュー Vol.㉙ 松

ま つ だ

田　梨
り え

恵 さん

三男・陽
はるき

樹  くん

　

若
者
世
代
に
つ
な
ぐ

☟
町
が
も
っ
と
住
み
よ
く
な
る
た

め
に
は
何
が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

　

住
み
や
す
い
町
を
目
指
す
た

め
に
、
午
後
か
ら
で
も
通
院
で

き
る
個
人
の
小
児
科
医
や
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
れ
る
場
所
の
確

保
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
軽
米
町
で
は
子
ど
も
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
て
お
り
、
町
内

の
店
が
閉
店
ば
か
り
し
て
い

て
、
商
店
街
に
人
が
歩
い
て
い

な
い
た
め
活
気
が
な
く
て
寂
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
若
者
に
、
ど
う

や
っ
て
町
内
に
住
ん
で
も
ら
う

の
か
を
考
え
て
、
次
の
世
代
に

つ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

　

縁
が
あ
り
軽
米
へ

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

義
父
が
仕
事
で
ケ
ガ
を
し

て
、
働
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
夫
の
実
家
で
あ
る
軽

米
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
関
わ
り

☟
軽
米
町
の
印
象
は
？

　

軽
米
町
に
来
る
前
は
、
私
に

と
っ
て
の
知
り
合
い
は
１
人
も

お
ら
ず
、
土
地
感
も
な
い
た
め

不
安
で
し
た
。
ま
た
田
舎
ら
し

い
豊
か
な
自
然
が
好
き
で
し
た

が
、
近
年
で
は
ソ
ー
ラ
ー
建
設

の
た
め
町
の
外
観
が
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。
町

に
住
ん
で
か
ら
12
年
が
経
ち
ま

し
た
が
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
不
安
は
な
く

な
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

・親子でラッパ隊に参加

軽
米
町
議
会
だ
よ

り
は
こ
ち
ら
か
ら


